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今
後
予
想
さ
れ
る
厳
し
い
財
政
状

況
、
高
度
化
・
多
様
化
す
る
市
民
ニ

ー
ズ
、
事
務
の
効
率
化
な
ど
の
課
題

に
対
応
し
、
市
民
福
祉
の
向
上
を
目

指
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
次
の
項
目
を

定
め
て
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ⅰ
効
率
的
な
運
営
に
よ
る
財
政
の
健

全
化

財
政
の
健
全
化
に
む
け
て
積
極
的

な
取
り
組
み
を
推
進
し
、
職
員
の
意

識
改
革
と
能
力
開
発
に
努
め
ま
す
。

Ⅱ
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営

適
正
な
組
織
体
制
や
人
員
配
置
と

な
る
よ
う
積
極
的
・
計
画
的
な
組
織

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

Ⅲ
開
か
れ
た
行
政
運
営
と
市
民
協
働

行
政
情
報
の
共
有
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
市
民
と
行
政
と
の
協
働
を

積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

(1)
財
政
の
健
全
化

①
税
収
の
確
保

自
主
財
源
の
根
幹

を
な
す
市
税
の
確
保
対
策
を
進
め
、

適
正
な
賦
課
と
厳
正
な
徴
収
に
よ

る
税
収
の
確
保
に
努
め
ま
す

②
財
産
の
有
効
活
用

市
有
財
産
の

活
用
方
法
や
利
用
状
況
を
勘
案
し
、

有
効
利
用
に
む
け
た
見
直
し
を
行

い
ま
す

③
受
益
者
負
担
の
適
正
化

各
種
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
経
費
と
利
用
の
関

係
を
検
証
し
、
公
平
性
と
平
等
性

の
観
点
か
ら
見
直
し
を
行
い
ま
す

④
給
与
の
適
正
化

国
な
ど
の
制
度

に
準
拠
し
た
給
与
制
度
を
推
進
し
、

給
与
水
準
の
適
正
化
、
各
種
手
当

の
見
直
し
に
努
め
ま
す

⑤
補
助
金(

委
託
料)

の
見
直
し

公

益
上
の
必
要
性
、
補
助
の
効
果
、

行
政
関
与
の
必
要
性
な
ど
か
ら
見

直
し
を
行
い
、
補
助
金(

委
託
料)

の
整
理
合
理
化
を
進
め
ま
す

⑥
事
務
経
費
の
節
減

事
務
経
費
の

節
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
公
用

車
管
理
費
の
節
減
と
全
庁
的
な
エ

コ
オ
フ
ィ
ス
活
動
の
取
り
組
み
を

検
討
し
ま
す

⑦
枠
配
分
方
式
の
予
算
編
成

各
部

局
が
一
定
程
度
の
自
主
性
と
自
立

性
を
発
揮
す
る
予
算
編
成
の
仕
組

み
を
構
築
し
、
導
入
に
む
け
て
検

討
し
ま
す

⑧
長
期
債
務
の
縮
減

地
方
債
残
高

を
現
状
以
上
に
増
や
さ
な
い
な
ど

の
方
策
を
検
討
し
ま
す

⑨
各
種
委
員
会
の
見
直
し

市
で
設

置
す
る
委
員
会
・
協
議
会
・
審
議

会
な
ど
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い

ま
す

(2)
民
間
委
託
の
推
進

①
民
間
委
託
の
推
進

民
間
委
託
が

適
当
な
業
務
に
つ
い
て
委
託
を
推

進
し
ま
す

②
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

民
間

委
託
の
推
進
と
あ
わ
せ
て
、
制
度

の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す

③
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
の
見
直
し

市
が
出
資
し
て
い
る
団
体
、
類
似

し
た
事
業
内
容
を
持
つ
第
三
セ
ク

タ
ー
に
つ
い
て
の
検
討
・
見
直
し

を
行
い
ま
す

(3)
職
員
の
意
識
改
革
と
能
力
開
発
の

推
進

①
人
材
育
成

職
員
の
意
識
改
革
と

能
力
開
発
を
推
進
し
、
総
合
的
な

人
材
育
成
を
図
る
た
め
、
人
材
育

成
基
本
方
針
を
策
定
し
ま
す

②
人
事
評
価
制
度

日
常
の
職
務
行

動
を
通
し
て
、
職
務
遂
行
度
や
業

績
、
能
力
な
ど
を
評
価
し
、
職
員

の
能
力
開
発
や
人
材
育
成
を
図
る

た
め
の
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す

Ⅱ
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営

(1)
組
織
機
構
の
見
直
し
　
わ
か
り
や

す
く
効
率
的
で
機
動
的
な
組
織
、

新
た
な
行
政
需
要
に
対
応
す
る
組

織
へ
の
見
直
し
を
行
い
、
組
織
の

充
実
を
図
り
ま
す

(2)
事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
効
率

的
行
政
の
推
進

①
事
務
事
業
評
価
制
度

事
務
事
業

評
価
の
評
価
手
法
と
活
用
方
法
を

制
度
化
し
、
そ
の
有
効
活
用
に
よ

り
事
務
事
業
の
再
編
・
整
理
、
廃

止
・
統
合
を
進
め
ま
す

2

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た

市
民
協
働
に
よ
る
行
政
運
営
を
め
ざ
し
て

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た

市
民
協
働
に
よ
る
行
政
運
営
を
め
ざ
し
て

企
画
課
政
策
調
整
係
1
内
線
３
２
２
２

本
市
は
、
昨
年
２
月
13
日
、
白
沢
村
・

利
根
村
と
合
併
し
、
新
「
沼
田
市
」
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
合
併
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メ
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ッ
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を
生
か
し
な
が
ら
、
地
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、
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進
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、
本
年

１
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に
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と
実
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計
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を

策
定
し
、
今
後
も
、
行
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改
革
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
大
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の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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２
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。
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概
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合
併
の
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
し
な
が
ら
、
地
方
分
権
や

構
造
改
革
な
ど
、
時
代
の
変
化
に
対
応

し
た
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
、
本
年

１
月
に
行
政
改
革
大
綱
と
実
施
計
画
を

策
定
し
、
今
後
も
、
行
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
大
綱

の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

本
市
は
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昨
年
２
月
13
日
、
白
沢
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合
併
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、
新
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田
市
」
と
し
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ス
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ー
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し
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合
併
の
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
し
な
が
ら
、
地
方
分
権
や

構
造
改
革
な
ど
、
時
代
の
変
化
に
対
応

し
た
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
、
本
年

１
月
に
行
政
改
革
大
綱
と
実
施
計
画
を

策
定
し
、
今
後
も
、
行
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
大
綱

の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

本
市
は
、
昨
年
２
月
13
日
、
白
沢
村
・

利
根
村
と
合
併
し
、
新
「
沼
田
市
」
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
合
併
の
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
し
な
が
ら
、
地
方
分
権
や

構
造
改
革
な
ど
、
時
代
の
変
化
に
対
応

し
た
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
、
本
年

１
月
に
行
政
改
革
大
綱
と
実
施
計
画
を

策
定
し
、
今
後
も
、
行
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
大
綱

の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

本
市
は
、
昨
年
２
月
13
日
、
白
沢
村
・

利
根
村
と
合
併
し
、
新
「
沼
田
市
」
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
合
併
の
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
し
な
が
ら
、
地
方
分
権
や

構
造
改
革
な
ど
、
時
代
の
変
化
に
対
応

し
た
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
、
本
年

１
月
に
行
政
改
革
大
綱
と
実
施
計
画
を

策
定
し
、
今
後
も
、
行
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
大
綱

の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
行
政
改
革
大
綱
と
は
、
行
政
の

組
織
や
制
度
、
運
営
を
ど
の
よ

う
に
改
め
る
か
の
基
本
的
な
考

え
方
を
表
し
た
も
の
で
す
。

Ⅰ
効
率
的
な
運
営
に
よ
る

財
政
の
健
全
化



②
Ｏ
Ａ
化
に
よ
る
効
率
化

電
子
申

請
等
受
付
サ
ー
ビ
ス
・
電
子
入
札

な
ど
の
Ｏ
Ａ
化
を
進
め
る
こ
と
に

よ
り
、
事
務
の
効
率
化
と
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
ま
す

(3)
定
員
の
適
正
化
　
行
政
の
ス
リ
ム

化
と
効
率
化
の
一
環
と
し
て
、
合

併
後
10
年
間
で
70
人
以
上
（
平
成

17
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
５
年

間
で
25
人
以
上
）
の
職
員
削
減

を
目
標
に
一
般
職
の
採
用
を
抑
制

し
ま
す

Ⅲ
開
か
れ
た
行
政
運
営
と

市
民
協
働

(1)
情
報
公
開
の
推
進

①
広
報
活
動
の
充
実

わ
か
り
や
す

く
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
づ
く
り
に

努
め
る
と
と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
を
図
り
ま
す

②
情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護

制
度
の
充
実

○
情
報
公
開
制
度
の
充
実
と
組
織
強

化
を
図
り
、
行
政
運
営
に
お
け
る

公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
開
か
れ
た
市
政

の
実
現
を
目
指
し
ま
す

○
個
人
情
報
保
護
制
度
の
充
実
と
組

織
強
化
を
図
り
、
個
人
の
権
利
利

益
の
保
護
を
図
る
と
と
も
に
、
市

民
に
信
頼
さ
れ
る
公
正
で
民
主
的

な
市
政
の
推
進
に
努
め
ま
す

○
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
具
体
的
な
基
準

や
手
順
を
見
直
し
ま
す

(2)
市
民
参
加
の
推
進

①
市
民
意
見
提
出
制
度

市
で
策
定

す
る
計
画
な
ど
の
素
案
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
、
意
見
や

要
望
を
市
政
に
反
映
す
る
手
続
き

と
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

制
度
を
検
討
し
ま
す

②
市
民
会
議
な
ど

市
民
と
行
政
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
多
く

の
市
民
が
自
主
的
・
主
体
的
に
市

政
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
と
し
て
、

市
民
会
議
な
ど
を
検
討
し
ま
す

(3)
市
民
協
働
の
推
進

①
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
活
用

ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
積
極
的
に
活

用
し
、
公
共
事
業
の
実
施
に
際
し
、

そ
の
意
見
の
反
映
を
推
進
し
ま
す

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造

地
域
課

題
の
解
決
に
む
け
て
、
新
た
に
自

主
的
に
活
動
し
よ
う
と
す
る
団
体

を
対
象
に
支
援
策
を
検
討
し
ま
す

推
進
方
法

行
政
改
革
推
進
本
部
に

お
い
て
決
定
し
、
行
政
改
革
懇
談

会
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
推
進
し

ま
す

計
画
期
間

平
成
17
年
度
か
ら
21

年
度
ま
で
の
５
年
間

詳
し
い
こ
と
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp://w
w
w
.city.n

u
m
ata.

gunm
a.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

3 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

告
示
日

４
月
16
日(

日)

投
票
日

４
月
23
日(

日)

と
き

３
月
22
日(

水)

午
後
１

時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

市
役
所
第
３
会
議
室

（
北
庁
舎
３
階
）

と
き

３
月
29
日(

水)

午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

と
こ
ろ

市
役
所
第
２
会
議
室

（
北
庁
舎
３
階
）
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沼田市長選挙
立候補予定者等打合せ会立候補予定者等打合せ会立候補予定者等打合せ会立候補予定者等打合せ会立候補予定者等打合せ会立候補予定者等打合せ会立候補予定者等打合せ会立候補予定者等打合せ会立候補予定者等打合せ会立候補予定者等打合せ会立候補予定者等打合せ会立候補予定者等打合せ会立候補予定者等打合せ会立候補予定者等打合せ会立候補予定者等打合せ会立候補予定者等打合せ会立候補予定者等打合せ会
沼田市長選挙

任期満了に伴う市長選挙の立候補予定者等打合せ
会と立候補届出書類の事前審査を行いますので、立
候補予定者とその関係者は出席してください。
詳しいことは、選挙管理委員会1内線３２１７へ。

新『沼田市』
誕生から１年
新『沼田市』
誕生から１年
新『沼田市』
誕生から１年
新『沼田市』
誕生から１年
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誕生から１年
新『沼田市』
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新『沼田市』
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新『沼田市』
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誕生から１年
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誕生から１年
新『沼田市』
誕生から１年
新『沼田市』
誕生から１年
新『沼田市』
誕生から１年
新『沼田市』
誕生から１年
新『沼田市』
誕生から１年
新『沼田市』
誕生から１年
新『沼田市』
誕生から１年
昨年２月13日に新「沼田市」が誕生し

てから１年が経過しました。
市では、合併に伴い、全国に先駆けて

合併特例法による地域自治区制度を採用
し、白沢町と利根町に振興局を設置して、
新しい時代にふさわしい自治体を目指し
ています。
また、合併による新しいまちづくりと

して、広域的で一体的な地域づくりの推
進、行政サービスの高度化と多様化、住
民の利便性の向上、行財政基盤の充実と
自治能力の向上、スケールメリットを生
かした行財政の効率化に重点を置き、新
市の将来像として掲げた「水と緑の大地
・田園空間都市」の実現にむけて、さま
ざまな施策に取り組んでいるところです。
具体的には、合併時に沼田市･白沢村･

利根村合併協議会で策定した｢新市建設計
画｣や、現在、策定にむけ取り組んでいる
「沼田市第五次総合計画」に基づいて事業
を進めることになります。
これまで継承してきた自然・歴史・文

化といった全国に誇れる豊かな地域資源
を生かしながら、新市建設計画の基本理
念でもある自主自立をめざした地域内分
権型のまち、うるおいとゆとりのあるま
ち、市民とともに考え市民とともに歩む
まち、広域的視野に立ったまちを創造し
ていきたいと考えています。
そのためには、市民の皆さんと行政と

が手を取り合って協働しながらまちづく
りに取り組んでいく必要があります。
合併１周年を機に、あらためて市町村

合併の意義を振り返るとともに、今後の
まちづくりについてご理解とご協力をお
願いします。



本
市
に
お
け
る
昨
年
の
火
災
発
生

件
数
の
合
計
は
三
十
五
件
で
、
そ
の

う
ち
三
・
四
月
の
発
生
件
数
は
八
件

で
し
た
。
こ
の
時
期
が
一
年
で
一
番

火
災
の
多
い
季
節
で
す
。

主
な
出
火
原
因
は
、ガ
ス
こ
ん
ろ
、

ふ
ろ
が
ま
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
日
常
生

活
の
慣
れ
に
よ
る
ち
ょ
っ
と
し
た
油

断
か
ら
火
災
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
で
起
き
る
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
自
分
自
身
で
火
の
取
り
扱
い

に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う

●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
し
て
使
用
し
ま
し
ょ
う

●
ガ
ス
こ
ん
ろ
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う

住
宅
火
災
は
、
自
ら
の
命
も
奪
い

か
ね
ま
せ
ん
。
全
国
で
十
六
年
中
に

住
宅
火
災
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
人

は
、
千
人
以
上
に
の
ぼ
り
、
そ
の
原

因
の
多
く
は
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の

で
、
そ
の
多
く
は
六
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
悲
惨

な
結
末
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
火
災
が

起
き
た
こ
と
を
い
ち
早
く
知
り
、
自

ら
の
命
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
回
、
消
防
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
新
築
住
宅
は
全
国
一
律
に
十
八

年
六
月
一
日
か
ら
、既
存
住
宅
で
は
、

利
根
沼
田
地
域
で
平
成
二
十
年
六
月

一
日
か
ら
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。
最
悪
の

事
態
を
免
れ
る
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
有
効
で
す
。

起
き
て
し
ま
っ
た
火
災
を
最
小
限

に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
早
い
段

階
で
の
消
火
活
動
が
重
要
で
す
。
し

か
し
、
大
地
震
が
発
生
し
た
り
、
予

期
せ
ぬ
状
況
で
消
防
関
係
機
関
の
活

動
が
十
分
に
行
え
な
い
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
は
地
域
の
皆

さ
ん
に
よ
る
消
火
、
救
助
、
救
護
活

動
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
と
き
の
た
め
に
、
ま
ず
地
域
の
協

力
体
制
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

地
域
に
は
身
近
な
と
こ
ろ
に
消
火

栓
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ざ
と

い
う
と
き
に
近
く
の
消
火
栓
が
使
え

る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
そ
の
使
用

方
法
を
知
っ
て
お
く
こ
と
も
災
害
を

最
小
限
に
防
ぐ
第
一
歩
で
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
で
消
火
栓
を
使
用
し
て
消

火
訓
練
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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『
あ
な
た
で
す
火
の
あ
る
く
ら
し
の
見
は
り
役
』

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
期
で�

す
。
か
け
が
え
の
な
い
命
と
大
切
な
財
産
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
、�

火
の
恐
さ
を
認
識
し
注
意
す
べ
き
こ
と
を
再
確
認
し
み
ま
し
ょ
う
。�

住
宅
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
す

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

消火器による消火訓練（地域防災訓練）



春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
と
同
一

の
期
間
に「
全
国
山
火
事
予
防
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

全
国
的
な
出
火
原
因
と
し
て
は
、

た
き
火
、
放
火
、
た
ば
こ
、
火
入
れ

の
四
つ
が
上
位
を
占
め
、
林
野
火
災

全
体
の
五
割
を
超
え
て
い
ま
す
。
春

先
は
乾
燥
・
強
風
な
ど
で
湿
度
の
低

い
気
象
状
況
が
続
き
、
山
火
事
が
発

生
す
る
危
険
性
の
高
い
時
期
で
す
。

ま
た
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
の
影
響

も
あ
り
入
山
者
が
増
加
し
、
た
き
火

や
た
ば
こ
な
ど
、
火
の
取
り
扱
い
の

不
注
意
か
ら
山
火
事
が
発
生
す
る
ケ

ー
ス
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

森
林
は
、
地
球
温
暖
化
の
主
な
原

因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
・
貯

蔵
し
た
り
、
保
水
機
能
に
よ
り
水
害

を
防
い
だ
り
し
て
く
れ
る
貴
重
な
資

源
で
す
。

山
火
事
は
一
人
ひ
と
り
の
注
意
で

火
災
の
発
生
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
次
の
こ
と
を
心
掛
け
、
山
火

事
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

・
火
入
れ
を
す
る
と
き
は
、
必
ず
市

長
の
許
可
と
消
防
署
へ
届
け
出
を

し
、
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う

・
た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で

喫
煙
し
、
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
し

て
、
投
げ
捨
て
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う

・
火
遊
び
は
や
め
ま
し
ょ
う

市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
市
政
の

問
題
点
や
身
近
な
問
題
な
ど
の
ご
指

摘
や
そ
れ
を
改
善
す
る
た
め
の
意
見

や
提
案
な
ど
を
文
書
で
提
出
し
て
い

た
だ
き
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

昭
和
六
十
三
年
に
創
設
さ
れ
た
制
度

で
す
。
主
な
仕
事
は
次
の
と
お
り
で

す
。
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

▼
市
政
に
対
す
る
建
設
的
な
意
見
や

要
望
・
提
案
な
ど
の
報
告

▼
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席

▼
公
有
施
設
見
学
会
へ
の
出
席

▼
市
議
会
の
傍
聴
な
ど

応
募
資
格

▼
20
歳
以
上
の
市
民
で
、
沼
田
市

に
１
年
以
上
住
ん
で
い
る
人

▼
地
方
公
共
団
体
の
職
員
で
な
い
こ

と
▼
こ
れ
ま
で
に
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
経

験
し
た
こ
と
が
な
い
人

任
期

４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月

31
日
ま
で

募
集
人
員

15
人
以
内

応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業（
勤
務

先
）、
自
宅
の
電
話
番
号
を
記
入

し
郵
送

あ
て
先

〒
３
７
８
―
８
５
０
１

西
倉
内
町
７
８
０
番
地
　
市
役
所

秘
書
課
広
報
広
聴
係
「
市
政
モ
ニ

タ
ー
担
当
」
あ
て

申
込
締
切

３
月
24
日（
金
）

5 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

いざというときに役に立つ

秘
書
課
広
報
広
聴
係
1
内
線
３
２
２
５

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集�

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集�

防災豆知識

日ごろからの防災意識が大切です�

「縦揺れ」は、大地震�
�
大地震でも揺れは１分�
�
「落下物」にも注意�

「縦揺れ」は、大地震�
�
大地震でも揺れは１分�
�
「落下物」にも注意�

「縦揺れ」は、大地震�
�
大地震でも揺れは１分�
�
「落下物」にも注意�

昨年１年間に発生した有感地震(震度３以上)

は全国で171件(県内14件)、３月が29件と一番

多く発生しました。

また、昨年３月21日には、福岡県西方沖地震

が発生し、震度６弱、住家全壊133棟、死者１

人と大きな被害をもたらしました。

今回は「大地震」について市民の皆さんと学

びたいと思います。

いざ地震、その地震が大

地震かどうか見極めること

は大変重要です。大地震の

場合は、前後左右に揺れるか、横揺れとともに、

上下に揺れる「縦揺れ」が来ます。この「縦揺

れ」が来たときは「これは大きいぞ」と認識し

身を守りましょう。特に、震源地が真下にある

「直下型地震」では、この縦揺れが非常に激し

く、被害も極めて大きいといわれています。新

潟県中越地震は直下型地震で横揺れよりも縦揺

れが激しかったことが記録計で観測されていま

す。

すさまじい家屋の倒壊があった阪神・淡路大

震災でも揺れた時間は約50秒でした。一般的に

は、揺れているのは１分以内といわれています。

まずは、身の安全を確保し、揺れがおさまった

ら冷静に火を消してお年寄りや子どもを優先し

て避難するようにしましょう。

大地震が発生すると屋根に残った雪（氷塊）

が落下することも予想されますので避難のとき

には十分に注意しましょう。

総務課消防防災係1内線３３６１

山
火
事
注
意�

防災ヘリによる消火訓練

浄水場を見学（公有施設見学会）



職
場
の
医
療
保
険(
健
康
保
険
、

共
済
組
合
な
ど)

に
加
入
し
て
い
る

人
以
外
は
す
べ
て
国
民
健
康
保
険

(

国
保)

に
入
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。就

職
や
退
職
な
ど
で
、
国
保
か
ら

他
の
医
療
保
険
へ
、
ま
た
他
の
医
療

保
険
か
ら
国
保
へ
変
わ
る
場
合
に

は
、
保
険
証
を
確
認
し
、
十
四
日
以

内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
に
加
入
す
る
届
け
出
が
遅
れ

る
と
、
保
険
証
が
な
い
間
の
医
療
費

は
、全
額
が
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

後
日
、
加
入
の
届
け
出
を
す
る
と
、

前
の
保
険
が
切
れ
た
日
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
国
保
の
資
格
を
得
ら
れ
ま
す

が
、
国
保
税
も
資
格
が
発
生
し
た
日

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
一
度
に
多
額
の
国
保
税
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

四
月
か
ら
七
月（
一
期
か
ら
四
期
）

ま
で
の
国
保
税
は
、
前
年
度
の
国
保

税
を
参
考
に
算
定
し
て
い
ま
す
。
八

月
に
年
税
額
を
計
算
し
、
七
月
ま
で

の
税
額
を
差
し
引
い
た
残
り
を
八
月

か
ら
翌
年
三
月（
五
期
か
ら
十
二
期
）

で
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

家
族
と
離
れ
て
住
む
学
生
の
た
め

に
、
学
生
用
の
保
険
証
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
印
鑑
、

国
民
健
康
保
険
証
、
学
生
で
あ
る
こ

と
を
証
明
で
き
る
も
の
を
持
参
し
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

有
効
期
間
は
、
翌
年
の
三
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。
学
生
で
あ
る
こ
と

を
証
明
で
き
る
も
の
を
持
参
の
う
え

毎
年
四
月
に
更
新
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
学
生
で
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
速
や
か
に
保
険
証
を
返
還
し

て
く
だ
さ
い
。

老
人
保
健
該
当
者(

七
十
五
歳
以

上
の
人
）と
す
で
に
老
人
保
健
に
加

入
し
て
い
る
人（
昭
和
七
年
九
月
三

十
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）や
障
害

認
定
を
受
け
て
い
る
人（
六
十
五
歳

以
上
六
十
九
歳
以
下
の
人
）は
、
次

の
場
合
、
資
格
変
更
の
届
け
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

①
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
が
変
わ

っ
た
と
き

②
本
市
か
ら
転
出
、
ま
た
は
本
市
へ

転
入
し
た
と
き

届
け
出
に
は
、
老
人
医
療
受
給
者

証
、
本
人
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い

る
保
険
証
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

6
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異
動
の
季
節
で
す
　
手
続
き
は
お
早
め
に

国
民
健
康
保
険

市
民
課
国
保
係
1
内
線
３
１
３
１

白
沢
町
市
民
課
市
民
係
1
内
線
32

利
根
町
市
民
課
市
民
係
1
内
線
45

加
入
脱
退
は

14
日
以
内
に

届
け
出
が遅

れ
る
と

七
月
ま
で
は

仮
算
定

老
人
保
健
の

資
格
変
更

学
生
用
の
保
険
証

会
社
や
役
所
な
ど
を
退
職
し
て
国

保
に
加
入
し
、
厚
生
年
金
な
ど
を
受

け
て
い
る
人
と
そ
の
家
族
は
「
退
職

者
医
療
制
度
」
で
診
療
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
本
人
が
老
人
保
健

法
の
該
当
に
な
る
ま
で
の
間
、
適
用

さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
人

厚
生
年
金
や
共
済
組

合
か
ら
の
老
齢(

退
職)

年
金
、
通

算
老
齢(

退
職)

年
金
を
受
け
て
い

て
、
こ
れ
ら
の
年
金
加
入
期
間
が

20
年
以
上
、
ま
た
は
40
歳
以
降
の

加
入
期
間
が
10
年
以
上
あ
る
人

被
扶
養
者
に
な
れ
る
人

退
職
被
保

険
者
本
人
と
同
一
世
帯
で
、
退
職

被
保
険
者
の
収
入
に
よ
っ
て
生
計

を
維
持
し
て
い
る
家
族(

年
間
収

入
が
60
歳
未
満
で
130
万
円
以
上
、

60
歳
以
上
で
180
万
円
以
上
あ
る

人
は
除
く)

一
部
負
担
金

70
歳
未
満
の
人
は

３
割
、
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の

前
期
高
齢
者
は
１
割
か
２
割

適
用
資
格

年
金
受
給
権
を
取
得
し

た
日
か
ら
適
用
資
格
が
発
生

加
入
手
続
き

年
金
証
書
を
受
け
取

っ
て
か
ら
14
日
以
内
に
、
国
保

の
保
険
証
、
加
入
期
間
が
記
載
さ

れ
て
い
る
年
金
証
書
、
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い

こんなときは必ず１４日以内に届け出を

入
脱
退
は

14
日
以
内
に

け
出
が遅

れ
る
と

月
ま
で
は

仮
算
定

生
用
の
保
険
証

人
保
健
の

資
格
変
更

届け出が必要なとき

国
保
へ
の
加
入

国
保
か
ら
の
脱
退

そ
　
の
　
他

職場の健康保険をやめたとき、または
その扶養家族からはずれたとき
子どもが生まれたとき
生活保護を受けなくなったとき
１年以上の在留資格がある人で、外国
人登録をおこなったとき
ほかの市町村へ転出するとき

職場の健康保険へ加入したとき、また
は扶養家族になったとき

死亡したとき
生活保護を受けるようになったとき
外国人の加入資格がなくなったとき
退職者医療制度に該当したとき
住所、世帯主、氏名などが変わったとき
出稼ぎなどで別の保険証が必要なとき

修学のため別に住所を定めるとき

保険証を紛失したり破損したとき

ほかの市町村から転入してきたとき
印鑑、転出証明書
前年の所得がわかる書類
印鑑、社会保険離脱証明
書
印鑑、保険証、母子健康手帳
印鑑、保護廃止決定通知書
印鑑、外国人登録証明書、パスポー
ト
印鑑、保険証
印鑑、保険証、加入した職場の健康
保険証。扶養家族になったときは、
取得年月日のわかるもの
印鑑、保険証
印鑑、保険証、保護開始決定通知書
印鑑、保険証、外国人登録証明書
印鑑、保険証、年金証書、裁定通知書

印鑑、保険証

印鑑、保険証、学生であることを証
明するもの
印鑑、破損した保険証、身分を証明
するもの

追加加入
のときは
保険証

手続きに必要なもの



福
祉
医
療
は
、
医
療
費
（
保
険
診

療
）
の
う
ち
、
自
己
負
担
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
費
用
を
市
が
負
担

し
、
無
料
に
な
る
制
度
で
す
（
入
院

時
食
事
療
養
費
、
訪
問
看
護
、
柔
道

整
復
師
、
治
療
用
装
具
な
ど
の
費
用

も
含
み
ま
す
）。

別
表
の
資
格
要
件
に
該
当
す
る
人

に
は
、
福
祉
医
療
受
給
資
格
者
証
が

交
付
さ
れ
ま
す
の
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。福
祉
医
療
受
給
資
格
者
証
は
、

県
内
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
と
き

保
険
証
と
一
緒
に
病
院
の
窓
口
に
提

示
す
る
と
、
保
険
診
療
が
無
料
に
な

り
ま
す
。

県
外
で
の
受
診(

老
人
医
療
該
当

者
は
除
く)

や
治
療
用
装
具
を
装
着

し
た
と
き
は
負
担
金
を
支
払
っ
て
か

ら
市
へ
請
求
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

平
成
十
八
年
四
月
か
ら
平
成
十
九

年
三
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は

月
額
一
三
、
八
六
〇
円
と
な
り
、
二

八
〇
円
の
増
額
と
な
り
ま
す
が
、
保

険
料
納
付
に
は
前
納
が
お
得
で
す
。

平
成
十
八
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
納
付
書
は
、
四
月
初
め
に
社
会
保

険
庁
か
ら
『
国
民
年
金
保
険
料
納
付

案
内
書
』と
一
緒
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

前
納
制
度
を
利
用
し
て
現
金
で
一

年
分
、
ま
た
は
半
年
分
を
納
付
し
た

場
合
、
同
じ
月
数
の
保
険
料
を
毎
月

納
め
た
場
合
と
比
べ
て
割
安
に
な
り

ま
す
。
平
成
十
七
年
度
を
例
に
と
る

と
、
保
険
料
は
月
額
一
三
、
五
八
〇

円
、
年
額
一
六
二
、
九
六
〇
円
で
す

が
、
一
年
分
を
現
金
で
納
め
た
場
合

二
、
八
九
〇
円
、
口
座
振
替
で
納
め

た
場
合
三
、
四
二
〇
円
そ
れ
ぞ
れ
割

安
に
な
っ
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
で
の
納
付
を
希
望
す
る

人
は
、
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
か
郵

便
局
、
ま
た
は
渋
川
社
会
保
険
事
務

所
で
手
続
き
を
お
取
り
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
前
納
し
た
期
間
中
に
会

社
に
勤
め
る
な
ど
し
て
、
国
民
年
金

の
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
な
く
な

っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
以
降
の
期
間

の
保
険
料
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

渋
川
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎

月
第
二
月
曜
日
に
午
後
七
時
ま
で
時

間
を
延
長
し
て
年
金
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

に
は
、
翌
火
曜
日
に
受
付
時
間
を
延

長
し
ま
す
）。

ま
た
毎
月
第
二
土
曜
日
（
午
前
九

時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で
）
に

年
金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平

日
の
昼
間
で
は
忙
し
く
て
相
談
で
き

な
い
人
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

年
金
の
請
求
に
関
す
る
相
談
は
1

０
５
７
０
05
１
１
６
５
、
年
金
を
受

け
て
い
る
人
の
相
談
は
、
1
０
５
７

０
07
１
１
６
５
で
市
内
通
話
料
金
で

利
用
で
き
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
の

『
年
金
ダ
イ
ヤ
ル
』
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
渋
川
社
会
保
険

事
務
所
1
０
２
７
９

１
６
１
１
、

市
民
課
年
金
係
1
内
線
３
１
３
５
へ
。

7 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

知っていますか 福 祉 医 療 制 度
市民課国保係1内線３１３４

白沢町市民課市民係1内線３１

利根町市民課市民係1内線１０４

保
険
料
納
付
は
前
納
が
お
得
で
す

年
金
相
談
の
時
間
延
長
と

土
曜
実
施
の
ご
案
内

便
利
で
す

年
金
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

年金の窓口から

別表　　　 制度の内容と手続きに必要なもの

該
当
す
る
人
は
手
続
き
を�

該
当
す
る
人
は
手
続
き
を�

乳 幼 児
児 　 童

種 　 類 資 格 要 件 必 要 な も の
小学校卒業まで（小学校６
年の３月３１日まで）

保険証、印鑑

重 　 度
心 　 身
障 害 者

高 　 齢
重 　 度
障 害 者
( 6 5 歳
以 上 )

母 　 子
父 　 子
家 　 庭

身障手帳１級または２級
障害年金(国民年金)１級
特別児童扶養手当１級
療育手帳判定ＡまたはＢ中
障害年金１級程度での障害
で年金を受給することがで
きない人
身障手帳１級または２級
障害年金(国民年金)１級
療育手帳判定ＡまたはＢ中
障害年金１級程度での障害
で年金を受給することがで
きない人
母子及び寡婦福祉法第５条
第１項に規定する配偶者の
ない女子で現に１８歳未満
の児童を扶養しているもの
とその児童
父子家庭の父子（母子と同
一要件）

１８歳未満の父母のない児
童

身体障害者手帳
年金証書
証書
療育手帳

所定の診断書

身体障害者手帳
年金証書
療育手帳

所定の診断書

本市に本籍がな
い人は戸籍謄本
転入者は前住所
地の課税証明書

父母のない事実
を明らかにする
証明

いずれの場合も保険証・印鑑が必要です。
※要件を満たさなくなったときは、資格を喪失します
※高齢重度障害者は、振込口座番号も必要となります
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か
つ
て
、
ご
み
処
理
は
悪
臭
発
生

な
ど
の「
生
活
環
境
上
の
問
題
」、
伝

染
病
の
発
生
な
ど
の「
公
衆
衛
生
上

の
問
題
」に
対
す
る
対
策
と
し
て
と

ら
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。「
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」第
一
条
に
お
い
て
も「
生

活
環
境
の
保
全
」と「
公
衆
衛
生

の
向
上
」
を
図
る
こ
と
が
目
的

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
て

「
循
環
型
社
会
の
構
築
」と
い
う

目
標
を
掲
げ
、
循
環
型
社
会
の

実
現
に
合
っ
た
ご
み
処
理
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

実
際
の
ご
み
処
理
の
方
法
は
と
い

う
と
単
な
る
焼
却
や
埋
め
立
て
処
分

で
は
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
や
資

源
回
収
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

例
え
ば
、
ご
み
発
電
な
ど
で
ご
み

焼
却
処
理
に
伴
う
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

積
極
的
な
利
用
や
、
埋
め
立
て
処
分

の
際
の
破
砕
選
別
に
よ
る
資
源
回
収

処
理
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
同
時
に
今
ま
で
以
上
の

効
率
化
も
求
め
ら
れ
て
お
り
、
理
想

と
費
用
の
削
減
と
で
、
ど
う
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
か
が
大
き
な
課
題
で
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
す
べ
て
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
は
理
想
で
す

が
、
処
理
費
用
を
考
え
る
と
、
現
実

に
は
手
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。ま

た
、
不
用
品
の
情
報
交
換

の
仕
組
み
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
開
催
、
修
理
・
再
生
シ
ス

テ
ム
の
構
築
な
ど
、
市
の
取
り

組
み
と
し
て
期
待
す
る
意
見
も

あ
り
、
こ
れ
ら
比
較
的
低
コ
ス

ト
で
行
え
る
対
策
は
今
後
の
重

点
課
題
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

新
技
術
が
次
々
と
開
発
さ

れ
、
矢
継
ぎ
早
に
法
制
度
が
改

正
さ
れ
て
い
く
中
で
、
ご
み
処

理
に
関
し
て
も
、
頻
繁
な
変
更

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
分
か
り
に
く

い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
改
善

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
も
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
生
活
課
ク
リ
ー

ン
対
策
係
1
内
線
７
７
３
７
３
、
廃

棄
物
対
策
係
1
内
線
７
７
３
７
４

へ
。

広報ぬまた 平成18年３月１日

現
代
日
本
の
ご
み
問
題
と

ご
み
処
理
の
取
り
組
み
⑩

○
循
環
型
社
会
の
構
築

○
こ
れ
か
ら
の
ご
み
処
理

生
活
⑫

と
き

３
月
12
日(

日)

午
前
９
時
〜

と
こ
ろ

白
沢
町
振
興
局
３
階
多
目

的
ホ
ー
ル

内
容

歌
舞
伎(

絵
本
太
功
記
十
段

目)

・
獅
子
舞(

笹
掛
り)

・
和
太

鼓
・
民
謡
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
女
性

コ
ー
ラ
ス
・
民
踊(

各
民
踊
愛
好

団
体)

・
大
正
琴
・
カ
ラ
オ
ケ
な

ど詳
し
い
こ
と
は
、
白
沢
公
民
館

1
内
線
５
８
へ
。

沼
田
商
工
会
議
所
青
年
部
で
は
、

沼
田
公
園
桜
ま
つ
り
メ
ー
ン
イ
ベ
ン

ト
開
催
に
あ
た
り
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

と
き

４
月
９
日(

日)

午
前
10
時
〜

午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ

沼
田
公
園

対
象

家
庭
内
の
不
用
品
な
ど
を
お

持
ち
の
人

申
し
込
み

３
月
15
日(

水)
ま
で
に

沼
田
商
工
会
議
所
青
年
部
事
務
局

へ詳
し
い
こ
と
は
、
同
青
年
部
事
務

局
1

１
１
３
７
へ
。

フリーマーケット�
出店者募集�

フリーマーケット�
出店者募集�

フリーマーケット�
出店者募集�

フリーマーケット�
出店者募集�

フリーマーケット�
出店者募集�

フリーマーケット�
出店者募集�

フリーマーケット�
出店者募集�

フリーマーケット�
出店者募集�

白
沢
町�

 

芸
能
祭
開
催�

（
最
終
回
）



識
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く

た
め
の
研
修
会
で
す
。

と
き

３
月
27
日(

月)

午
前

10
時
開
会

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
４
階
多
目
的
ホ
ー
ル

参
加
費

１
人
500
円
（
事
業

主
負
担)

申
し
込
み

事
業
所
単
位
で

３
月
15
日(

水)

ま
で
に
参
加
費
を

添
え
て
、
所
定
の
用
紙
で
商
工
観

光
課
工
業
振
興
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

２
５
５
へ
。

今
年
三
月
に
、
中
学
校
・
高
等
学

校
・
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
を
卒
業

し
、
利
根
沼
田
地
区
の
事
業
所
へ
就

職
す
る
皆
さ
ん
を
対
象
に
開
催
し
ま

す
。
社
会
人
と
し
て
必
要
な
基
礎
知

「
税
金
や
経
理
な
ど
専
門
的
な
こ
と

が
多
い
の
で
、
お
客
さ
ま
に
は
、
わ

か
り
や
す
い
説
明
が
で
き
る
よ
う
に
、

そ
し
て
い
つ
で
も
明
る
く
笑
顔
で
接

す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。」

と
お
話
し
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、

税
理
士
法
人
小
林
会
計
事
務
所
に
お

勤
め
の
角
田
美
紀
さ
ん
で
す
。

●
学
生
時
代
に
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
た
く
て
今
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
確
定
申
告
や
税
務
署
へ
提

出
す
る
書
類
な
ど
の
作
成
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
制
度
は
毎
年
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
す
し
、
会
社
の
経
理
や
税

金
の
申
告
な
ど
、
正
確
な
処
理
を
一

番
に
考
え
て
い
ま
す
。
申
告
や
決
算

を
済
ま
せ
た
お
客
さ
ま
に
喜
ん
で
い

た
だ
い
た
と
き
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。

●
休
日
は
、
映
画
や
買
い
物
な
ど
。

始
め
て
一
年
で
す
が
、
着
物
の
着
付

け
を
勉
強
中
で
す
。
沼
田
に
住
ん
で

い
る
と
、
の
ん
び
り
落
ち
着
き
ま
す

が
、
も
う
少
し
、
に
ぎ
や
か
な
街
に

な
っ
て
ほ
し
い
な
っ
て
思
い
ま
す
。

●
旅
行
を
す
る
の
が
大
好
き
で
、
世

界
一
周
の
旅
を
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

角田美紀さん(横塚町)

夢
は
、
世
界
一
周
旅
行

ふりートーク�

ふりートーク�

227
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こ
の
遺
作
展
は
、
本
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る
芸
術
家
の
作
品
を
広
く
市
民

に
紹
介
し
、
芸
術
文
化
へ
の
理
解
と

意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九

〇
四
）
利
根
郡
白
沢
村
平
出
（
現
在

の
沼
田
市
白
沢
町
平
出
）で
生
ま
れ
、

昭
和
五
十
二
年
に
勲
四
等
瑞
宝
章
を

拝
受
さ
れ
た
郷
土
が
生
ん
だ
偉
大
な

書
家
で
あ
る
米
倉
大
謙
の
作
品
を
紹

介
し
ま
す
。

今
回
の
遺
作
展
で
は
、
ご
遺
族
か

ら
作
品
を
お
借
り
し
て
展
示
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
き

３
月
10
日(

金)

〜
16
日(

木)

の
午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

と
こ
ろ

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
21
・
５
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
　

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
教
育
課
社

会
教
育
係
1
内
線
３
３
３
２
へ
。

沼田市芸術文化振興事業沼田市芸術文化振興事業沼田市芸術文化振興事業沼田市芸術文化振興事業沼田市芸術文化振興事業沼田市芸術文化振興事業沼田市芸術文化振興事業沼田市芸術文化振興事業沼田市芸術文化振興事業沼田市芸術文化振興事業沼田市芸術文化振興事業沼田市芸術文化振興事業沼田市芸術文化振興事業沼田市芸術文化振興事業沼田市芸術文化振興事業沼田市芸術文化振興事業沼田市芸術文化振興事業

米倉大謙
遺作展
米倉大謙
遺作展
米倉大謙
遺作展
米倉大謙
遺作展
米倉大謙
遺作展
米倉大謙
遺作展
米倉大謙
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米倉大謙
遺作展
米倉大謙
遺作展
米倉大謙
遺作展
米倉大謙
遺作展

新
規
学
卒
就
職
者
研
修
会�

新
規
学
卒
就
職
者
研
修
会�

社
会
人
の
基
礎
と
マ
ナ
ー
を
学
ぼ
う�
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広報ぬまた 平成18年３月１日

ぬ またフォトさんぽぬ またフォトさんぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

昔ながらの薬草や漢方、今話題の健康機能
食品など自然に根ざした健康づくりについて
考えようと開催されたシンポジウム。大勢の
参加者は千葉大学教授陣の基調講演やパネル
ディスカッションに興味津々の様子でした。

２月11日(土)

健康づくりについて考えよう
市・千葉大学地域間交流シンポジウム

｢輝く君を見たい｣をスローガンに開催され
た尾瀬国体の開会式出席のため来沼された秋
篠宮さまは尾瀬高校を視察され、生徒が取り
組んでいる自然環境に関する調査研究の展示
や調査発表会に熱心に耳を傾けられました。

２月19日(日)

秋篠宮殿下ご来沼
県立尾瀬高校ご視察

１月26日の文化財防火デーの前日、国重要
文化財に指定されている旧生方家住宅への延
焼火災を想定した総合訓練が行われました。
消防署員や市職員、市消防団員など約50人が
参加し、迅速な行動で訓練に取り組みました。

１月25日(水)

大切な文化財を守ろう
文化財防火デー消防総合訓練

「食と農を育み伝えます」活動の一環とし
て、小学生とその保護者を対象に開催された
講習会。市生活研究グループの指導で手作り
コンニャクと初午だんごを作りました。会場
は親子の楽しい笑い声に包まれていました。

２月１日(水)

受け継いでいく地域の風習
ふるさとの行事と料理講習会

地
方
自
治
体
の
議
会
は
、
公
益
に

関
す
る
こ
と
が
ら
を
議
決
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
議
会
の
意
思
を
国
会
や

大
臣
（
関
係
す
る
行
政
庁
）
な
ど
に

意
見
書
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

十
二
月
定
例
会
最
終
日
の
十
九
日

に
、
議
員
提
案
に
よ
る
『
議
会
制
度

改
革
の
早
期
実
現
に
関
す
る
意
見
書

（
案
）』
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、

同
日
付
け
で
衆
参
両
院
議
長
、
内
閣

総
理
大
臣
と
総
務
大
臣
あ
て
に
提
出

し
ま
し
た
。

意
見
書
の
内
容
は
、「
本
格
的
な

地
方
分
権
時
代
を
迎
え
た
な
か
、
住

民
自
治
の
根
幹
を
な
す
議
会
が
、
役

割
と
責
任
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に

地
方
議
会
制
度
改
革
が
必
要
で
あ

る
。
国
が
第
二
十
八
次
地
方
制
度
調

査
会
で
行
っ
て
い
る
審
議
に
は
、県
、

市
と
町
村
議
長
会
の
要
望
が
反
映
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
今
次
地
方
制
度

調
査
会
で
の
十
分
な
審
議
の
上
で
、

抜
本
的
な
制
度
改
正
を
行
う
よ
う
強

く
求
め
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

第
五
次
総
合
計
画
に
関
す
る
特
別

委
員
会
は
、
一
月
二
十
日(

金)

に
全

体
会
議
を
開
催
し
、
当
局
か
ら
第
五

次
総
合
計
画
策
定
に
関
す
る
中
間
報

◆
「
議
会
制
度
改
革
の
早
期
実
現
に

関
す
る
意
見
書
」
を
国
に
提
出

議
会
の
う
ご
き�

◆
第
五
次
総
合
計
画
に
関
す
る

特
別
委
員
会
の
概
要



市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
ス
ポ
ー
ツ

の
場
を
提
供
す
る
た
め
、
市
内
小
・

中
学
校
の
体
育
施
設
を
学
校
教
育
に

支
障
の
な
い
範
囲
で
開
放
し
て
い
ま

す
。四

月
以
降
、
使
用
を
希
望
す
る
団

体
は
、
次
の
手
続
き
を
必
ず
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

使
用
登
録
を
し
な
い
と
、
学
校
の

体
育
施
設(

校
庭
夜
間
照
明
を
含
む)

を
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
施
設
を
使
用

す
る
体
育
団
体
・
文
化
団
体
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
町
内
会
な
ど
の
任
意
団
体
は
、

年
一
回
の
使
用
で
も
必
ず
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
期
間

３
月
１
日(

水)

〜
31
日

(

金)

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で(

土
・
日
・
祝
日

は
除
く)

申
請
場
所

体
育
課(

市
民
体
育
館

内
）、
白
沢
町
・
利
根
町
各
教
育

支
所

持
参
す
る
も
の

代
表
者
の
印
鑑
、

平
成
17
年
度
使
用
登
録
書

そ
の
他

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ(

ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
登
録
団
体
は
除
く
）

は
、
登
録
を
す
る
と
き
に
ク
ラ
ブ

員
名
簿
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
名
簿
用
紙
は
、
各
小
中
学
校
や

市
民
体
育
館
窓
口
、
白
沢
町
・
利

根
町
各
教
育
支
所
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
）

登
録
手
続
き
を
し
た
団
体
は
、
使

用
説
明
会
に
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。
説
明
会
終
了
後
、
使
用
登
録
書

を
お
渡
し
し
ま
す
。

と
き

４
月
６
日(

木)

午
後
７
時

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
、
白
沢
公
民
館
研
修

室
、
利
根
町
振
興
局
大
集
会
室

※
都
合
の
よ
い
会
場
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い

校
庭
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
夜
間
照
明

を
除
く
各
施
設
を
使
用
す
る
場
合
、

登
録
し
た
団
体
は
、
使
用
し
よ
う
と

す
る
前
月
の
二
十
日(

二
十
日
が
休

日
の
場
合
は
翌
日)

か
ら
月
末
ま
で

に
、
使
用
登
録
書
と
代
表
者
の
印
鑑

を
持
参
の
う
え
、
市
内
各
小
中
学
校

へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

校
庭
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
夜
間
照
明

を
使
用
す
る
場
合
は
、
同
様
の
期
間

に
使
用
登
録
書
と
代
表
者
の
印
鑑
、

使
用
料
を
持
参
の
う
え
、
体
育
課

（
市
民
体
育
館
内
）、
白
沢
町
・
利
根

町
各
教
育
支
所
へ
直
接
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

な
お
、
各
施
設
と
も
年
間
予
約
・

電
話
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。
使
用
す

る
団
体
は
、
日
程
を
確
認
し
て
か
ら

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
定
め
ら
れ
た
時
間
内
で
の
鍵
・
日

誌
受
領
・
返
却

○
施
設
設
備
の
安
全
確
保

○
施
設
内
喫
煙
や
火
気
使
用
の
禁
止

○
使
用
後
の
整
理
・
清
掃

○
施
設
設
備
の
破
損
の
届
け
出

○
施
設
使
用
後
の
施
錠
　
な
ど

詳
し
い
こ
と
は
、
体
育
課
1

９

４
４
４
、
白
沢
町
教
育
支
所
1

２

２
９
１
、
利
根
町
教
育
支
所
1

２

１
１
１
へ
。
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告
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

中
間
報
告
の
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
し
た
。

・
こ
れ
ま
で
の
経
過

・
計
画
の
構
成
（
施
策
の
体
系
）

・
こ
れ
か
ら
の
策
定
手
順

・
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
そ
の

対
応
、
取
り
組
み
な
ど
の
方
法

・
沼
田
市
第
四
次
総
合
計
画
に
お
け

る
一
部
変
更
、
見
直
し
事
項

二
月
二
十
二
日(

水)

に
常
任
委
員

会
単
位
で
構
成
す
る
総
務
文
教
、
民

生
福
祉
、
お
よ
び
経
済
建
設
の
各
小

委
員
会
に
お
い
て
行
っ
た
総
合
計
画

策
定
基
本
方
針
や
中
間
報
告
の
内
容

に
つ
い
て
の
詳
細
な
検
討
・
協
議
の

結
果
に
基
づ
き
、
総
合
計
画
策
定
に

関
す
る
議
会
の
意
見
の
取
り
ま
と
め

を
行
い
、
議
長
よ
り
市
長
へ
提
示
し

ま
し
た
。

三
月
定
例
会
は
、
三
月
一
日(

水)

開
会
の
予
定
で
す
。
こ
の
定
例
会
で

は
、
平
成
十
八
年
度
沼
田
市
一
般
会

計
、
特
別
会
計
七
件
の
歳
入
歳
出
予

算
、
平
成
十
八
年
度
沼
田
市
水
道
事

業
会
計
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま

す
。本

会
議
と
委
員
会
は
公
開
し
て
い

ま
す
。
議
会
事
務
局
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
議
会
事
務
局
1

内
線
３
３
４
２
へ
。

◆
３
月
定
例
会
の
ご
案
内

◆
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

学校の体育施設を開放します
－使用団体は登録を忘れずに－�



※
講
座
案
内
は
▼
と
き
／
定
員
／
教

材
費
／
講
師
の
順
で
す
。

月
曜
日

●
家
庭
料
理
▼
４
月
17
日
か
ら
（
全

６
回
）
／
20
人
／
五
千
円
／
石
垣
恵

美
さ
ん
●
花
デ
ザ
イ
ン(

フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室)

▼
４
月
10

日
か
ら(

全
８
回)

／
10
人
／
五
千
円

／
阿
部
幸
枝
さ
ん
●
パ
ド
ル
テ
ニ
ス

▼
４
月
10
日
か
ら(

全
15
回)

／
20
人

／
五
百
円
／
嶋
田
光
男
さ
ん
、
大
島

一
克
さ
ん
●
英
会
話
初
級
▼
４
月

10
日
か
ら(

全
15
回)

／
15
人
／
な

し
／
入
澤
恵
理
也
さ
ん

火
曜
日

●
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
▼
５
月
９
日
か
ら

(

全
７
回)

／
16
人
／
三
千
円
／
林

奈
緒
さ
ん
●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
▼
４
月

11
日
か
ら(

全
15
回)

／
30
人
／
五
百

円
／
沼
田
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
・

志
賀
英
一
さ
ん

水
曜
日

●
イ
タ
リ
ア
料
理
▼
４
月
12
日
か
ら

(

全
５
回)

／
20
人
／
五
千
円
／
原
田

耕
一
さ
ん
●
韓
国
語
▼
４
月
12
日
か

ら(

全
15
回)

／
15
人
／
千
三
百
六
十

五
円
／
堀
　
貴
代
さ
ん
●
テ
ニ
ス
▼

４
月
12
日
か
ら(

全
15
回)

／
30
人
／

千
円
／
沼
田
テ
ニ
ス
協
会
・
東
宮
邦

夫
さ
ん
、
小
池
信
一
郎
さ
ん

木
曜
日

●
書
道
▼
４
月
13
日
か
ら
（
全
15
回
）

／
15
人
／
千
五
百
円
／
沼
田
書
道
協

会
・
戸
丸
香
堂
さ
ん
●
中
国
語
▼
４

月
13
日
か
ら(

全
15
回)

／
15
人
／
二

百
十
円
／
阿
部
昌
一
さ
ん
●
ビ
ー
ズ

ア
ク
セ
サ
リ
ー
▼
４
月
13
日
か
ら

(

全
６
回)

／
15
人
／
四
千
円
／
小
川

恵
子
さ
ん
●
ヨ
ガ
▼
５
月
25
日
か
ら

（
全
６
回
）
／
30
人
／
千
五
十
円
／

高
澤
妙
子
さ
ん

金
曜
日

●
ゆ
か
た
着
付
け
▼
６
月
16
日
か
ら

(
全
５
回)

／
15
人
／
な
し
／
貝
瀬
久

代
さ
ん
●
シ
ル
バ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー

▼
４
月
14
日
か
ら(

全
８
回)

／
８
人

／
四
千
円
／
橋
本
明
彦
さ
ん
●
卓
球

▼
４
月
14
日
か
ら(

全
15
回)

／
20

人
／
三
百
円
／
沼
田
利
根
卓
球
協
会

・
風
間
忠
さ
ん

12

広報ぬまた 平成18年３月１日

（敬称略）

社
会
福
祉
事
業
へ

▽
沼
田
市
音
楽
協
会(

柳
町)→

五

万
円
▽
社
団
法
人
沼
田
法
人
会(

西

倉
内
町)→

車
い
す
五
台

平
成
十
年
四
月
に
、
読
書
好
き

の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
発
足
し
ま

し
た
。
会
の
名
前
は
、
全
国
植
樹

祭
が
沼
田
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
こ
と
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。
主

な
活
動
は
読
書
例
会
、
読
書
感
想

文
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
や
著
者
を

囲
む
会
、
読
書
研
修
会
へ
の
参
加

で
す
。
メ
ン
バ
ー
全
員
で
同
じ
本

を
一
カ
月
ほ
ど
で
読
み
、
例
会
で

お
互
い
の
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
二
カ
月
に
一
度
、
メ

ン
バ
ー
の
都
合
に
合
わ
せ
て
午
後

二
時
か
ら
市
立
図
書
館
和
室
で
例

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
読
書
に

興
味
の
あ
る
人
は
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
連
絡
先
　
永
井
佐
紺
さ

ん
1

０
１
１
４
へ
。
市
立
図
書

館
で
も
受
け
付
け
て
も
ら
え
ま
す
。

緑山読書クラブ

(会員数17人)われら�
　いきいき�
　  サークル�

われら�
　いきいき�
　  サークル�
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対象 市内に在住、または勤務の30歳未満の青少年
※定員に満たない場合は年齢を問いません

時間 午後７時～９時
ところ トーク館と勤労青少年体育センター（白岩町）
受講料 無料（教材費は受講者負担）
申し込み ３月６日(月)午前９時から、２７日(月)午後８時まで
に教材費と傷害保険料５００円を添えて同館へ(印鑑を持参)
詳しいことは、同館1○24０１３５へ。

対象 市内に在住、または勤務の30歳未満の青少年
※定員に満たない場合は年齢を問いません

時間 午後７時～９時
ところ トーク館と勤労青少年体育センター（白岩町）
受講料 無料（教材費は受講者負担）
申し込み ３月６日(月)午前９時から、２７日(月)午後８時まで
に教材費と傷害保険料５００円を添えて同館へ(印鑑を持参)
詳しいことは、同館1○24０１３５へ。

対象 市内に在住、または勤務の30歳未満の青少年
※定員に満たない場合は年齢を問いません

時間 午後７時～９時
ところ トーク館と勤労青少年体育センター（白岩町）
受講料 無料（教材費は受講者負担）
申し込み ３月６日(月)午前９時から、２７日(月)午後８時まで
に教材費と傷害保険料５００円を添えて同館へ(印鑑を持参)
詳しいことは、同館1○24０１３５へ。

対象 市内に在住、または勤務の30歳未満の青少年
※定員に満たない場合は年齢を問いません

時間 午後７時～９時
ところ トーク館と勤労青少年体育センター（白岩町）
受講料 無料（教材費は受講者負担）
申し込み ３月６日(月)午前９時から、２７日(月)午後８時まで
に教材費と傷害保険料５００円を添えて同館へ(印鑑を持参)
詳しいことは、同館1○24０１３５へ。

対象 市内に在住、または勤務の30歳未満の青少年
※定員に満たない場合は年齢を問いません

時間 午後７時～９時
ところ トーク館と勤労青少年体育センター（白岩町）
受講料 無料（教材費は受講者負担）
申し込み ３月６日(月)午前９時から、２７日(月)午後８時まで
に教材費と傷害保険料５００円を添えて同館へ(印鑑を持参)
詳しいことは、同館1○24０１３５へ。

対象 市内に在住、または勤務の30歳未満の青少年
※定員に満たない場合は年齢を問いません

時間 午後７時～９時
ところ トーク館と勤労青少年体育センター（白岩町）
受講料 無料（教材費は受講者負担）
申し込み ３月６日(月)午前９時から、２７日(月)午後８時まで
に教材費と傷害保険料５００円を添えて同館へ(印鑑を持参)
詳しいことは、同館1○24０１３５へ。

対象 市内に在住、または勤務の30歳未満の青少年
※定員に満たない場合は年齢を問いません

時間 午後７時～９時
ところ トーク館と勤労青少年体育センター（白岩町）
受講料 無料（教材費は受講者負担）
申し込み ３月６日(月)午前９時から、２７日(月)午後８時まで
に教材費と傷害保険料５００円を添えて同館へ(印鑑を持参)
詳しいことは、同館1○24０１３５へ。

対象 市内に在住、または勤務の30歳未満の青少年
※定員に満たない場合は年齢を問いません

時間 午後７時～９時
ところ トーク館と勤労青少年体育センター（白岩町）
受講料 無料（教材費は受講者負担）
申し込み ３月６日(月)午前９時から、２７日(月)午後８時まで
に教材費と傷害保険料５００円を添えて同館へ(印鑑を持参)
詳しいことは、同館1○24０１３５へ。

対象 市内に在住、または勤務の30歳未満の青少年
※定員に満たない場合は年齢を問いません

時間 午後７時～９時
ところ トーク館と勤労青少年体育センター（白岩町）
受講料 無料（教材費は受講者負担）
申し込み ３月６日(月)午前９時から、２７日(月)午後８時まで
に教材費と傷害保険料５００円を添えて同館へ(印鑑を持参)
詳しいことは、同館1○24０１３５へ。

対象 市内に在住、または勤務の30歳未満の青少年
※定員に満たない場合は年齢を問いません

時間 午後７時～９時
ところ トーク館と勤労青少年体育センター（白岩町）
受講料 無料（教材費は受講者負担）
申し込み ３月６日(月)午前９時から、２７日(月)午後８時まで
に教材費と傷害保険料５００円を添えて同館へ(印鑑を持参)
詳しいことは、同館1○24０１３５へ。

対象 市内に在住、または勤務の30歳未満の青少年
※定員に満たない場合は年齢を問いません

時間 午後７時～９時
ところ トーク館と勤労青少年体育センター（白岩町）
受講料 無料（教材費は受講者負担）
申し込み ３月６日(月)午前９時から、２７日(月)午後８時まで
に教材費と傷害保険料５００円を添えて同館へ(印鑑を持参)
詳しいことは、同館1○24０１３５へ。

対象 市内に在住、または勤務の30歳未満の青少年
※定員に満たない場合は年齢を問いません

時間 午後７時～９時
ところ トーク館と勤労青少年体育センター（白岩町）
受講料 無料（教材費は受講者負担）
申し込み ３月６日(月)午前９時から、２７日(月)午後８時まで
に教材費と傷害保険料５００円を添えて同館へ(印鑑を持参)
詳しいことは、同館1○24０１３５へ。

対象 市内に在住、または勤務の30歳未満の青少年
※定員に満たない場合は年齢を問いません

時間 午後７時～９時
ところ トーク館と勤労青少年体育センター（白岩町）
受講料 無料（教材費は受講者負担）
申し込み ３月６日(月)午前９時から、２７日(月)午後８時まで
に教材費と傷害保険料５００円を添えて同館へ(印鑑を持参)
詳しいことは、同館1○24０１３５へ。

対象 市内に在住、または勤務の30歳未満の青少年
※定員に満たない場合は年齢を問いません

時間 午後７時～９時
ところ トーク館と勤労青少年体育センター（白岩町）
受講料 無料（教材費は受講者負担）
申し込み ３月６日(月)午前９時から、２７日(月)午後８時まで
に教材費と傷害保険料５００円を添えて同館へ(印鑑を持参)
詳しいことは、同館1○24０１３５へ。

対象 市内に在住、または勤務の30歳未満の青少年
※定員に満たない場合は年齢を問いません

時間 午後７時～９時
ところ トーク館と勤労青少年体育センター（白岩町）
受講料 無料（教材費は受講者負担）
申し込み ３月６日(月)午前９時から、２７日(月)午後８時まで
に教材費と傷害保険料５００円を添えて同館へ(印鑑を持参)
詳しいことは、同館1○24０１３５へ。

対象 市内に在住、または勤務の30歳未満の青少年
※定員に満たない場合は年齢を問いません

時間 午後７時～９時
ところ トーク館と勤労青少年体育センター（白岩町）
受講料 無料（教材費は受講者負担）
申し込み ３月６日(月)午前９時から、２７日(月)午後８時まで
に教材費と傷害保険料５００円を添えて同館へ(印鑑を持参)
詳しいことは、同館1○24０１３５へ。

対象 市内に在住、または勤務の30歳未満の青少年
※定員に満たない場合は年齢を問いません

時間 午後７時～９時
ところ トーク館と勤労青少年体育センター（白岩町）
受講料 無料（教材費は受講者負担）
申し込み ３月６日(月)午前９時から、２７日(月)午後８時まで
に教材費と傷害保険料５００円を添えて同館へ(印鑑を持参)
詳しいことは、同館1○24０１３５へ。

〜
講
座
・
教
室
一
覧
〜

参
加
し
ま
せ
ん
か

ト
ー
ク
館
前
期
教
養
講
座

＆

前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室



利
根
沼
田
の
玄
関
口
で
あ
る
沼
田

駅
は
、
か
つ
て
は
尾
瀬
の
玄
関
口
と

し
て
活
況
を
呈
し
て
い
ま
し
た
が
、

マ
イ
カ
ー
時
代
の
到
来
に
よ
る
公
共

交
通
の
利
用
離
れ
が
進
み
、
本
来
の

駅
前
と
し
て
の
機
能
が
低
下
し
、
駅

前
地
域
の
活
性
化
や
に
ぎ
わ
い
の
復

活
を
図
る
た
め
に
も
早
期
の
整
備
改

善
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
は
、
都
市

計
画
道
路
３
・
５
・
２
駅
前
通
り
線

(

駅
前
広
場)

と
し
て
、
平
成
十
四
年

一
月
十
八
日
に
都
市
計
画
決
定
の
変

更
を
行
い
、
平
成
十
四
年
度
よ
り
事

業
を
進
め
て
き
た
も
の
で
、
約
七
億

二
千
万
円
の
費
用
を
投
じ
、
面
積
二

千
九
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
区
域
を
整

備
し
ま
し
た
。

こ
の
完
成
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ

ま
を
は
じ
め
、
沼
田
に
訪
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
人
に
利
用
さ
れ
、
に
ぎ
わ
い

と
活
気
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
駅
前
地

域
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願

い
、
さ
ら
に
は
中
心
市
街
地
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

今
後
も
、
機
能
性
と
快
適
性
を
備

え
た
地
域
性
豊
か
な
駅
前
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
、
駐
車
場
・
駐
輪
場
の

整
備
、
利
根
沼
田
の
玄
関
口
と
し
て

の
駅
舎
整
備
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま

す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
都
市
計
画
課
街

路
係
1
内
線
４
２
２
２
へ
。

鳥
取
砂
丘
と
出
雲
大
社
、
日
本
庭

園
由
志
園
、
足
立
美
術
館
な
ど
の
名

所
、
旧
跡
を
巡
る
旅
で
す
。

お
友
達
を
誘
っ
て
、
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

５
月
17
日(

水)

か
ら
19
日

(
金)
ま
で
の
２
泊
３
日

対
象

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
民

定
員

400
人(
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り)

参
加
費

５
万
７
千
百
円

申
し
込
み

３
月
27
日(

月)
ま
で
に

高
齢
福
祉
課
（
市
役
所
東
原
庁
舎
）

へ(

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
は
、
ク
ラ

ブ
単
位
で
と
り
ま
と
め
を
お
願
い

し
ま
す)

参
加
費
納
入
日

次
の
都
合
の
付
く

納
入
日
時
に
納
め
て
く
だ
さ
い

納
入
日
に
都
合
が
付
か
な
い
と
き

は
事
前
に
高
齢
福
祉
課
に
連
絡
く

だ
さ
い
。(

)

は
納
入
場
所

・
３
月
22
日(

水)

①
午
前
９
時
か
ら

11
時
30
分
ま
で(

社
協
白
沢
支
部)

②

午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で(

社

協
利
根
支
部)

・
３
月
23
日(

木)

①

午
前
９
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で(

利

南
公
民
館)

②
午
後
１
時
30
分
か
ら

４
時
ま
で(

東
原
庁
舎
･
２
階
会
議

室)

・
３
月
24
日(

金)

①
午
前
９
時
か

ら
11
時
30
分(

池
田
公
民
館)

②
午
後

１
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で(

薄
根
公

民
館)
・
３
月
27
日(

月)

①
午
前
９

時
か
ら
11
時
30
分(

川
田
公
民
館)

②

午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で(

中

央
公
民
館
･
３
階
第
１
講
義
室)

詳
し
い
こ
と
は
、
同
課
高
齢
福
祉

係
1
内
線
７
７
２
５
５
へ
。

13 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

沼
田
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
が
完
成
！

３
月
１
日
よ
り
供
用
を
開
始
し
ま
す

第30回市民敬老号

第30回市民敬老号行程表
日　時

5／17

沼田　　　　　(途中休憩２回) 羽田空港　　　　　　　　　　　　大阪(伊丹)空港
4:00～5:00頃発 9:00着　　9:30～10:00頃発 10:30～11:00着

車中昼食　　　　　　鳥取砂丘　　　　　　ホテル
15:30着 16:10発　　 17:00着

5／18

5／19

行　　　　　　　　　　　程

ホテル　　　　　　　大根島[日本庭園由志園] 松江城（車窓見学）
8:00発 10:10着　　　　　11:00発

出雲大社(昼食・参拝) 一畑薬師参拝　　　　　　　　　ホテル
12:30着　　　　　14:30発 15:10着 16:00発 17:00着

ホテル　　　　　 足立美術館　　　　　　　　西の屋美作店（昼食) 大阪(伊丹)空港
8:00発 9:00着　10:00発 11:55着　　12:50発 15:00着 16:00頃発

羽田空港　　　　　　車中夕食　　　　(途中休憩２回) 沼田市内各地
17:00頃着 17:40頃発 21:20～22:30頃着

整備された沼田駅前

「鳥取砂丘と神話のふるさと

出雲路・玉造温泉の旅」



四
月
よ
り
、
利
根
町
振
興
局
出
張

所
で
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日
に
お
け

る
日
直
業
務
を
廃
止
し
ま
す
。

戸
籍
関
係
の
届
け
出
は
、市
役
所
、

利
根
町
・
白
沢
町
振
興
局
に
お
い
て

通
常
ど
お
り
行
え
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
利
根
町
総
務
課

1
内
線
２
６
へ
。

固
定
資
産
税
納
税
者
に
限
り
、
自

己
所
有
の
土
地
ま
た
は
建
物
と
他
の

資
産
の
評
価
額
を
縦
覧
帳
簿
に
よ
り

比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き

４
月
３
日(

月)

か
ら
５
月
31

日(

水)

ま
で
の(

土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く)

午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で

と
こ
ろ

沼
田
市
役
所
税
務
課
、
白

沢
町
総
務
課
税
務
係
、
利
根
町
総

務
課
税
務
係
の
各
窓
口

縦
覧
で
き
る
人

沼
田
市
固
定
資
産

税
納
税
者
お
よ
び
納
税
者
の
代
理

人
と
し
て
委
任
を
受
け
た
人

用
意
す
る
も
の

印
鑑
、
運
転
免
許

証
な
ど
本
人
を
証
明
で
き
る
も
の

(

納
税
者
以
外
の
人
は
納
税
者
の

委
任
状
な
ど
が
必
要
）

※
自
己
資
産
の
評
価
額
な
ど
の
確
認

は
閲
覧
と
し
て
こ
れ
ま
で
ど
お
り

行
え
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
課
資
産
税

係
1
内
線
３
１
４
８
へ
。

二
〇
〇
六
年
は
、
神
童
と
う
た
わ

れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
作
曲
家
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
生
誕
二
五
〇
周
年
に
あ

た
り
、
記
念
し
て
国
内
外
で
は
多
く

の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
関
す
る
作
品
を

集
め
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ

図
書
館
２
階
一
般
閲
覧
室

テ
ー
マ
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
生
誕
二

五
〇
周
年
」

詳
し
い
こ
と
は
、
同
館
1

０
５

５
０
へ
。

事
業
主
、
労
働
者
の
皆
さ
ん
、
も

う
一
度
最
低
賃
金
を
確
か
め
て
く
だ

さ
い
。
産
業
別
で
は
、
鉄
鋼
業
７
５

８
円
･
一
般
機
械
器
具
製
造
業
７
４

８
円
･
電
気
機
械
器
具
製
造
業
７
４

６
円
･
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
７

４
８
円
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
群
馬
労
働
局
労

働
基
準
部
賃
金
室
1
０
２
７(

２
１

０)

５
０
０
５
、
ま
た
は
沼
田
労
働

基
準
監
督
署
1

０
３
２
３
へ
。

図
書
館
で
は
、
三
月
一
日
か
ら
視

覚
障
害
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
資
料

の
郵
送
貸
し
出
し
を
開
始
し
ま
す
。

対
象

沼
田
市
お
よ
び
利
根
郡
内
在

住
者
、
沼
田
市
内
在
勤
・
在
学
の

視
覚
障
害
の
あ
る
人
で
障
害
者
手

帳(
一
級
〜
六
級)

を
お
持
ち
の
人

登
録

来
館
し
て
登
録(

代
理
人
可)

※
登
録
時
に
障
害
者
手
帳
の
提
示
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

貸
し
出
し

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
貸

出
点
数
は
点
字
資
料
５
点
・
録
音

資
料
２
点
の
計
７
点
で
す
。
貸
出

期
間
は
14
日
間
で
す
。

※
郵
送
料
は
無
料
で
す

詳
し
い
こ
と
は
、
同
館
1

０
５

５
０
へ
。

雪
害
な
ど
の
災
害
に
よ
り
昨
年
一

月
か
ら
十
二
月
の
間
に
、
住
宅
や
家

財
な
ど
に
損
害
を
受
け
た
と
き
は
、

確
定
申
告
で
①
所
得
税
法
に
定
め
る

雑
損
控
除(

屋
根
の
雪
下
ろ
し
費
用

も
含
ま
れ
ま
す)

の
方
法
②
災
害
減

免
法
に
定
め
る
税
金
の
軽
減
免
除
に

よ
る
方
法
の
ど
ち
ら
か
有
利
な
方
法

に
よ
り
、
所
得
税
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
県
民
税
も
雑
損
控
除
に
よ
り
、

税
額
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w
w
w
.n
ta.go

.

jp

、
沼
田
税
務
署
1

２
１
３
１
、

ま
た
は
税
務
課
市
民
税
係
1
内
線
３

１
４
４
へ
。
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広報ぬまた 平成18年３月１日

お
知
ら
せ

利
根
町
振
興
局
出
張
所
の

日
直
廃
止
に
つ
い
て

３
・
４
月
の

図
書
館
の
特
集
コ
ー
ナ
ー

雪
害
な
ど
の

被
害
を
受
け
た
皆
さ
ん
へ

今
年
の
最
低
賃
金

１
時
間
　
６
４
９
円

図
書
館
資
料
の

郵
送
貸
し
出
し
を
開
始
し
ま
す

固
定
資
産
の
縦
覧
に
つ
い
て

３月

３／４(土)「きりかぶ」
３／18(土)「ディビットが

やっちゃった」

場所 図書館３階おはなしのへや
時間 午後２時30分から



平
成
十
八
年
度
に
白
沢
地
域
特
産

物
展
示
即
売
施
設
と
利
根
南
部
総
合

交
流
促
進
施
設
で
地
域
特
産
物
な
ど

の
販
売
を
希
望
す
る
人
は
、
三
月
二

十
四
日(

金)

ま
で
に
所
定
の
申
請
書

に
よ
り
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。詳

し
い
こ
と
は
、
白
沢
町
産
業
課

1
内
線
１
８
、
ま
た
は
利
根
町
商
工

観
光
課
1
内
線
５
２
へ
。

三
月
の
農
地
法
申
請
書
受
付
期
間

は
、
十
日(

金)

〜
十
五
日(
水)
で
す
。

農
地
の
権
利
移
動(

三
条)
の
申
請

は
翌
月
七
日
ご
ろ
、
農
地
転
用(
四

条
・
五
条)

の
申
請
は
翌
月
二
十
日

ご
ろ
許
可
・
不
許
可
が
決
定
さ
れ
ま

す
。(

県
知
事
許
可
・
保
留
な
ど
に

つ
い
て
は
除
く)

四
月
の
受
け
付
け
は
、
十
日(

月)

〜
十
四
日(

金)

で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
1
内
線
３
２
３
３
へ
。

県
の
生
活
環
境
を
保
全
す
る
条
例

の
改
正
に
よ
り
、
今
年
四
月
一
日
よ

り
水
質
汚
濁
防
止
法
な
ど
の
規
制
を

受
け
て
い
な
か
っ
た
工
場
・
事
業
場

で
も
、
一
日
あ
た
り
の
平
均
排
水
量

が
十
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
場

合
は
規
制
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
排

出
水
基
準
に
適
合
し
な
い
排
水
に
よ

り
生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障
が
認

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
工
場
・

事
業
場
な
ど
に
対
す
る
改
善
勧
告
、

改
善
命
令
が
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
県
庁
環
境
保
全

課
水
質
保
全
グ
ル
ー
プ
1
０
２
７

(

２
２
６)

２
８
３
５
、
ま
た
は
利
根

環
境
森
林
事
務
所
環
境
グ
ル
ー
プ

1

４
４
８
１
へ
。

会
社
法
に
関
す
る
市
民
向
け
の
公

開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ

「
新
会
社
法
」
あ
な
た
の

会
社
を
強
く
！
司
法
書
士
が
パ
ワ

フ
ル
に
サ
ポ
ー
ト
！

と
き

４
月
２
日(

日)

午
後
１
時
30

分
〜
４
時
15
分

と
こ
ろ

群
馬
県
民
会
館

詳
し
い
こ
と
は
、
群
馬
司
法
書
士

会
沼
田
支
部
1

２
３
１
２
へ
。

15

車の絵を描くのが得意なご
う

くんは、にんじんが大好き
。皮

むきなど、お手伝いもできま
す。

大雪にも負けず、近所のお
友だ

ちとお散歩をしたり、今は
外で

雪遊びに夢中。元気でわん
ぱん

くな男の子です。(利根町輪
組)

津久井 豪
ごう

貴
き

くん（３歳）

巡回移動図書の日程
日 と　　き と　　　こ　　　ろ

9: 45～10:05
10 : 15～10:35
11 : 00～11:40
1 : 20～ 1 :50
2 : 00～ 2 :25
2 : 35～ 4 :00
9 : 50～10:15
10 : 25～10:50
11 : 00～11:25
1 : 30～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
10 : 00～10:25
10 : 45～11:05
11 : 15～11:40
1 : 10～ 1 :30
1 : 40～ 2 :10
2 : 25～ 4 :15
10 : 00～10:30
10 : 45～11:15
1 : 15～ 1 :45
1 : 55～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
9 : 50～10:20
10 : 30～10:55
11 : 05～11:30
1 : 30～ 2 :00
2 : 20～ 2 :50
2 : 55～ 4 :15
10 : 15～10:45
11 : 00～11:30
1 : 40～ 2 :10
2 : 20～ 2 :50
3 : 00～ 4 :20
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 15～ 1 :45
2 : 15～ 4 :20
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 10～ 1 :40
2 : 05～ 3 :30
10 : 30～11:00
11 : 30～12:00
1 : 20～ 1 :50
2 : 00～ 2 :30
2 : 40～ 3 :30
2 : 00～ 2 :30
2 : 40～ 3 :30

利 根 川 水 系 総 合 調 査 事 務 所
薄 根 町 公 民 館
群 馬 県 利 根 沼 田 県 民 局
新 町 公 民 館 前
栄 町 市 営 住 宅 集 会 所 前
升 形 小 学 校
岡 谷 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
下 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
奈 良 町 農 事 研 修 所
上 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
中 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
池 田 小 学 校
横 塚 町 公 民 館
久 屋 原 町 公 民 館
上 久 屋 町 公 民 館
利 南 公 民 館
沼 須 町 農 事 研 修 所
利 南 東 小 学 校
旧 岩 本 分 校
屋 形 原 農 村 婦 人 の 家
上 川 田 町 住 民 セ ン タ ー
川 田 公 民 館
川 田 小 学 校
硯 田 町 公 民 館
原 町 公 民 館
善 桂 寺 町 活 性 化 セ ン タ ー
町 田 町 水 田 転 作 推 進 研 修 所
薄 根 公 民 館
薄 根 小 学 校
上 古 語 父 集 会 所
愛 宕 老 人 ホ ー ム
谷 地 端 第 二 市 営 住 宅
中 央 消 防 署
沼 田 北 小 学 校
利 根 町 振 興 局 出 張 所
尾 合 集 会 所
下 古 語 父 集 会 所
沼 田 東 小 学 校
生 枝 集 会 所
岩 室 集 会 所
平 出 集 会 所
多 那 小 学 校
根 利 集 会 所
日 影 南 郷 集 会 所
利 根 園 原 ふ れ あ い 屋 内 運 動 場
老 神 地 区 集 会 所
利 根 西 小 学 校
尾 瀬 高 等 学 校
平 川 小 学 校

6.13.20.21.27.31日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日３月

17日（金）

16日
（木）

15日
（水）

14日
（火）

10日
（金）

９日
（木）

８日
（水）

３日
（金）

７日
（火）

２日
（木）

電話番号は、

市　役　所　23 ２１１１

白沢町振興局　53 ２１１１

利根町振興局　56 ２１１１

特
産
物
直
売
の
申
請
に
つ
い
て

農
地
法
申
請
に
つ
い
て

県
条
例
改
正
に
よ
る

工
場
排
出
水
な
ど
の
規
制
強
化

会
社
法
施
行
に
伴
う

市
民
公
開
講
座
開
催



市
で
は
、
平
成
十
年
四
月
か
ら
公

共
下
水
道
新
設
・
既
設
認
可
区
域
、

農
業
集
落
排
水
処
理
区
域
と
同
施
設

の
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
区
域
を

除
く
区
域
で
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
場
合
に
、
予
算
の
範
囲
内

で
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
金
を
受
け
る
場
合
は
、
着
工

前
に
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昨
年
四
月
に
県
の
浄
化
槽

補
助
金
の
補
助
率
が
見
直
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
市
の
補
助
金
額
も
改
定
さ

れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
下
水
道
課
管
理

係
1
内
線
７
５
２
２
、
白
沢
町
建
設

上
下
水
道
課
上
下
水
道
係
1
内
線
３

７
、
利
根
町
建
設
上
下
水
道
課
下
水

道
係
1
内
線
２
９
へ
。

学
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
放
課
後
や
夏

休
み
な
ど
昼
間
保
護
者
の
い
な
い
家

庭
の
児
童
（
お
お
む
ね
小
学
一
〜
三

年
生
）
を
お
預
か
り
し
、
遊
び
を
中

心
と
し
た
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
基

本
的
な
生
活
習
慣
の
指
導
や
、
児
童

の
健
全
な
育
成
を
図
り
、
保
護
者
の

子
育
て
を
支
援
し
ま
す
。

○
保
育
の
様
子
を
知
り
た
い
人
は
、

各
学
童
ク
ラ
ブ
へ
あ
ら
か
じ
め
連
絡

し
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
は
、
ま
だ
受
け

入
れ
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
課
女

性
児
童
係(

東
原
庁
舎
内)

1
内
線
７

７
２
５
７
へ
。

●
沼
田
学
童
保
育
所
　
東
原
新
町
一

九
三
一
番
地(

十
王
公
園
前)

1
�

０
０
０
２

●
め
ぐ
み
学
童
ク
ラ
ブ
　
清
水
町
四

三
三
〇
番
地(

め
ぐ
み
保
育
園
内)

1
�
４
１
６
３

●
さ
く
ら
学
童
ク
ラ
ブ
　
西
倉
内
町

七
四
六
番
地(

沼
田
小
学
校
内)

1

�
８
８
８
８

●
沼
田
東
学
童
ク
ラ
ブ
　
東
原
新
町

一
八
〇
一
番
地
一(

沼
田
東
小
学

校
内)

1
�
２
１
５
５

●
ち
ぐ
さ
学
童
ク
ラ
ブ
　
柳
町
三
九

四
番
地(

ち
ぐ
さ
幼
稚
園
内)

1
�

３
３
２
４

●
し
ら
さ
わ
学
童
ク
ラ
ブ
　
白
沢
町

平
出
七
三
番
地
一(

子
ど
も
交
流

館
内)

1
�
９
０
４
８

身
体
に
障
害
が
あ
り
、
車
い
す
や

歩
行
補
助
具
な
ど
を
日
常
的
に
利
用

し
て
い
る
人
を
対
象
に
、
社
会
参
加

の
促
進
と
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
つ
ど
い
を
開
催

し
ま
す
。

と
き

３
月
18
日(

土)

午
前
７
時
集

合
・
出
発

場
所

ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
･
大
洗
水

族
館(

茨
城
県)

集
合

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員

15
組(

車
い
す
利
用
者
と
介

助
者)

※
介
助
者
が
い
な
い
人
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
手
配
し
ま
す

参
加
費

500
円

申
し
込
み

３
月
13
日(

月)

ま
で
に

電
話
で
社
会
福
祉
協
議
会
へ

そ
の
他

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

人
は
等
級
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
同
協
議
会(

市

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内)

1
�
１
９

９
０
へ
。
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広報ぬまた 平成18年３月１日

外で遊ぶのが大好きで、よく
家から脱走するなど、わんぱく
ぶりを発揮しています。男の子
らしい夕くんですが、弟の面倒
を見るのも大好きで、だっこし
たりと頼れるお兄ちゃんとして
も頑張っています。(利根町大原)

青木　夕
ゆう

渡
と

くん（３歳）

���
���

月　 売薬と処方薬のちがい
火　 内服薬の知識
水　 とんぷく薬
木　 点眼薬の知識
金　 漢方薬の知識
土･日 高齢者の服薬

1027(234)4970
ヨ ク ナ レ

を回すと
約３分間の健康講話が聞けます。

【直接相談タイム】直接医師が電話に出ます。
9日(木)婦人科･外科と17日(金)歯科です。
いずれも午後７時30分から９時まで。

http://www.raijin.com/kenko/

３月の健康テレホンサービス�３月の健康テレホンサービス�

お
知
ら
せ

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

補
助
金
申
請
に
つ
い
て

募
　
　
集

学
童
ク
ラ
ブ
の
ご
案
内

車
い
す
利
用
者
の
つ
ど
い

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

たんばらスキーパーク



税
務
職
員
の
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

受
験
資
格

○
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
60

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

○
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
、
大
学
を
卒
業
し
た
人

○
平
成
19
年
３
月
ま
で
に
大
学
を

卒
業
見
込
み
の
人

○
人
事
院
が
大
学
卒
業
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
人

申
込
受
付
期
間

４
月
３
日(

月)

〜

４
月
14
日(

金)(

郵
送
は
配
達
記

録
で
14
日
の
消
印
ま
で
有
効
、
持

参
の
場
合
は
土
･
日
曜
日
は
除
く
）

第
一
次
試
験

６
月
11
日(

日)

教
養

試
験
お
よ
び
専
門
試
験

第
二
次
試
験

７
月
24
日(

月)

〜
27

日(

木)

の
う
ち
指
定
さ
れ
た
日

に
、
人
物
試
験
お
よ
び
身
体
検
査

申
込
書
の
請
求

関
東
信
越
国
税
局

人
事
第
二
課
試
験
係
〒
３
３
０
‐

９
７
１
９
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新

都
心
１
‐
１
1
０
４
８(

６
０
０)

３
１
１
１)

、
沼
田
税
務
署
総
務

課
1
�
２
１
３
１

詳
し
い
こ
と
は
、
沼
田
税
務
署
総

務
課
1

２
１
３
１
へ
。

少
年
院
・
少
年
鑑
別
所
の
職
員
と

し
て
、
法
務
教
官
の
採
用
試
験
受
験

者
を
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格

○
昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
60

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

○
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
、
短
大
な
ど
卒
業
見
込
み
の
人

申
込
受
付
期
間

４
月
３
日(

月)
〜

４
月
14
日(

金)(

持
参
の
場
合
は

土
･
日
曜
日
は
除
く
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
）

試
験
日

６
月
11
日(

日)

応
募
先

法
務
省
東
京
矯
正
管
区
職

員
課
〒
３
３
０-

９
７
２
３
さ
い

た
ま
市
中
央
区
新
都
心
２-

１
さ

い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎
２
号
館

13
階

詳
し
い
こ
と
は
、
同
職
員
課
1
０

４
８(

６
０
０)

１
５
０
０
、
ま
た
は

赤
城
少
年
院
1
０
２
７(

２
８
３)

２

０
２
０
へ
。

平
成
十
八
年
度
入
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

通
信
制(

普
通
科
・
男
女
共
学)

の

内
容
は
、
全
日
制
・
定
時
制
と
同
じ

で
す
。

全
日
制
の
高
等
学
校
を
中
退
し
た

人
も
編
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
三
年
以
上
在
学
し
て
規
定
の
条
件

を
満
た
せ
ば
、
高
等
学
校
卒
業
の

資
格
が
得
ら
れ
ま
す

出
願
期
間

３
月
10
日(

金)

か
ら
３

月
31
日(

金)

ま
で

詳
し
い
こ
と
は
、
高
崎
高
等
学
校

通
信
制
1
０
２
７(

３
３
０)

２
２
７

７
へ
。

予
備
自
衛
官
は
、
普
段
は
そ
れ
ぞ

れ
の
職
業
に
従
事
し
な
が
ら
、
防
衛

招
集
命
令
や
災
害
招
集
命
令
に
よ
り

招
集
さ
れ
た
場
合
に
自
衛
官
と
し
て

勤
務
し
ま
す
。

▽
試
験
日(

予
定)

４
月
15
日(

土)

〜
17
日(

月)

の
い
ず
れ
か
１
日
　

▽
合
格
発
表

５
月
24
日(

水)

▽
試
験
会
場(

予
定)

・
一
般
職
＝
相

馬
原
駐
屯
地(

榛
東
村
新
井)

・
技
能

職
＝
朝
霞
駐
屯
地(

東
京
都
練
馬
区)

▽
受
験
資
格

・
一
般
職
＝
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の

人
・
技
能
職
＝
18
歳
以
上
で
、
別
に
定

め
る
国
家
免
許
資
格
な
ど
を
有
す

る
人

※
年
齢
は
い
ず
れ
も
平
成
18
年
７

月
１
日
現
在

▽
出
願
期
限

４
月
７
日(

金)

▽
出
願
方
法

所
定
の
出
願
用
紙

▽
出
願
用
紙
配
布
場
所

自
衛
隊
地

方
連
絡
部
1
０
２
７(

２
２
１)

４

４
７
１
、
ま
た
は
各
募
集
事
務
所

詳
し
い
こ
と
は
、
前
記
出
願
用
紙

配
布
場
所
、ま
た
は
市
町
村
役
場
へ
。

奥
利
根
地
域
の
地
形
・
地
質
、
生

物
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
会
期

３
月
18
日(

土)

か
ら
５
月

７
日(

日)

ま
で(

月
曜
日(

５
月
１

日
を
除
く)

は
休
館)

▽
時
間

午
前
９
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で(

入
館
は
４
時
30
分)

▽
会
場

県
立
自
然
史
博
物
館(

富

岡
市
上
黒
岩)

観
覧
料

一
般
600
円
、
大
学
・
高
校

生
300
円
、
中
学
生
以
下
無
料

※
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
人

と
介
護
者(

１
人)

は
無
料
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
同
博
物
館
1
０

２
７
４(

６
０)

１
２
０
０
へ
。
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とき 3月6日･13日･20日･27日、4月3日

10日･17日･24日／午後１時～３時

ところ 市保健福祉センター相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前９時

～午後５時
ところ 東原庁舎１階家庭児童相談室1内

線７７２０１

とき ４月19日(水)午後１時～４時／あらか

じめ電話で予約を受け付けています。社
会福祉課社会係(東原庁舎内)1内線７７２

４２へ

ところ 市保健福祉センター２階相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前８時30

分～午後５時

ところ 青少年育成相談センター(中央公

民館２階事務室隣)、電話相談の場合は、
1○23５４１１へ

とき 3月7日･14日・28日の火曜日／午前

９時～午後４時

ところ 中央公民館学習相談室

とき 3月2日･16日、4月6日･20日の木曜

日／午前10時～正午､午後１時～３時

ところ 市役所市民相談室

とき 毎週火曜日、金曜日／午前10時～正

午、午後１時～３時

ところ 市役所市民相談室

そ う だ ん

ふれあい総合相談
(心配ごと･結婚･人権相談など)

家庭児童相談

法律相談

青少年相談

生涯学習相談

年金相談

就業援助相談(内職相談など)

イ
ベ
ン
ト

高
崎
高
等
学
校

通
信
制
入
学
生
募
集
！

税
務
職
員
採
用
試
験

法
務
教
官
採
用
試
験

予
備
自
衛
官
補
を
募
集

自
然
史
博
物
館
特
別
展

「
奥
利
根
そ
の
自
然
を
さ
ぐ
る
」



ふれあい福祉センター�

６月の休館日�

１月の休館日�
２月の休館日�
３月の休館日�
４月の休館日�
５月の休館日�
６月の休館日�
７月の休館日�
８月の休館日�
９月の休館日�
10月の休館日�
11月の休館日�

11月の休館日�

12月の休館日�

この広報は再生紙を使用しています

城
下
に
響
く
音
　
再
び

種　　　　目 実 施 月 日 受　付　時　間 場　　　所 対　　　　　　　象

問い合わせ先：健康課保健係1内線７６２０４、健康課予防係1内線７６２０７
白沢町振興局市民課1内線３３、利根町振興局保健福祉課1内線４３

市役所1○23２１１１　白沢町振興局1○53２１１１　利根町振興局1○56２１１１

※乳幼児健康診査・育児相談は、旧沼田市、白沢町の人は沼田市保健福祉センターへ、利根町の人は利根保健福祉センターへお出かけく
ださい。

個別接種(麻しん風しん混合ワクチン・三種混合・日本脳炎・ＢＣＧ)を実施します。

接種当日は予診票、母子健康手帳、健康保険証をご持参ください。

ポリオ投与を集団で実施します。日程は平成18年度「予防接種のお知らせ」をご覧ください。

寒
さ
が
続
く
な
か
、
時
折
鼻

先
を
く
す
ぐ
る
春
の
に
お
い
に

心
も
躍
る
弥
生
三
月
。
ひ
っ
そ

り
と
、
で
も
着
実
に
春
は
生
ま

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
虫
た

ち
も
活
動
を
始
め
、
草
木
も
芽

吹
く
三
月
は
「
動
」
の
月
で
す
。

さ
て
、
出
会
い
や
別
れ
、
そ

れ
に
伴
う
期
待
と
不
安
と
涙
…

三
月
は
感
情
も
大
き
く
動
く
月

で
す
。
年
度
末
で
何
か
と
せ
わ

し
い
日
々
で
す
が
、
春
を
感
じ

る
余
裕
や
心
の
整
理
を
す
る
ひ

と
と
き
を
持
ち
つ
つ
過
ご
し
た

い
で
す
ね
。
穏
や
か
な
春
待
ち

の
沼
田
を
散
策
し
ま
せ
ん
か
。

市 県 民 税
国民健康保険税
国民年金保険料
介 護 保 険 料
上下水道使用料
下水道等受益者負(分)担金料

随時期
12 期
２月分
随時期
６　期
４　期

納期限　３月31日(金)

今月の納税など

ほ け ん

18

「
広
報
ぬ
ま
た
」
発
行
／
沼
田
市
役
所
　
〒
３
７
８
　
８
５
０
１

群
馬
県
沼
田
市
西
倉
内
町
７
８
０

1
０
２
７
８

２
１
１
１
　
毎
月
１
日
発
行
　
編
集
／
秘
書
課
　
印
刷
／
利
根
印
刷
所

４ カ 月 児 健 康 診 査

1 0 カ 月 児 健 康 診 査

1歳6カ月児健康診査

３ 歳 児 健 康 診 査

育 児 相 談
● ● ● ●

マタニティセミナー

市 民 献 血

母 子 健 康 手 帳 交 付

４ 月 の 予 防 接 種

４月12日(水)

４月26日(水)

４月11日(火)

４月26日(水)

４月６日(木)

４月27日(木)

４月20日(木)

４月21日(金)

午後１時～１時45分

午後０時45分～１時45分

午後１時～１時45分

午後０時45分～１時45分

午後１時～１時45分

午後０時30分～１時30分

午前８時30分～11時30分

市保健福祉センター

利根保健福祉センター

市保健福祉センター

利根保健福祉センター

市保健福祉センター

市保健福祉センター

市保健福祉センター

市保健福祉センター

平成17年12月１日～12月27日生まれ

対象者にはハガキでお知らせします。

平成17年６月１日 ～６月30日生まれ

対象者にはハガキでお知らせします。

平成16年９月１日～９月21日生まれ

平成16年９月22日～10月16日生まれ

平成15年１月１日～１月29日生まれ

妊娠届出書をご持参ください。

４月のわんぱくクラブはお休みです。

４月のこあらクラブはお休みです。

４月のマタニティーセミナーはお休みです。

４月の市民献血はお休みです。

旧沼田市・白沢町の乳児（１歳未満）

3. 10. 17. 24日3. 10. 17. 24日3. 10. 17. 24日3. 10. 17. 24日3. 10. 17. 24日3. 10. 17. 24日3. 10. 17. 24日3. 10. 17. 24日3. 10. 17. 24日3. 10. 17. 24日3. 10. 17. 24日3. 10. 17. 24日3. 10. 17. 24日3. 10. 17. 24日3. 10. 17. 24日3. 10. 17. 24日3. 10. 17. 24日

月曜日～金曜日
（祝日を除く）

沼
田
公
園
に
あ
る
鐘
楼
の
鐘
つ
き

が
、
合
併
一
周
年
と
な
る
二
月
十
三

日
か
ら
、
朝
晩
六
時
に
懐
か
し
い
音

を
鳴
り
響
か
せ
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
に
造
ら
れ
た
由
緒
あ
る
城
鐘
で
す

が
、
老
朽
化
が
進
み
、
平
成
十
四
年

を
も
っ
て
、
鐘
つ
き
が
中
断
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
複
製
の
完
成
に
よ
り

復
活
し
ま
し
た
。
城
鐘
は
、
中
央
公

民
館
入
口
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

午前９時30分～11時
午後１時～３時

本庁舎・北庁舎・東庁舎が
ISO 14001を認証取得

○23

１月の休館日�
２月の休館日�
３月の休館日�
４月の休館日�
５月の休館日�
６月の休館日�
７月の休館日�
８月の休館日�
９月の休館日�
10月の休館日�
11月の休館日�
12月の休館日�

わんぱくクラブ

こあらクラブ

エンゼルクラブ

春
う
ら
ら


